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シ
ニ
ア
の
祭
典「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
」

（
第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
和
歌
山
大
会
）が
、
11
月
９
日
の
総
合
開

会
式
を
皮
切
り
に
12
日
ま
で
の
４
日
間
、
和
歌
山
県
内
21
市
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
県
チ
ー
ム
は
、
マ
ラ
ソ
ン
70
歳
未
満
10
キ
ロ

で
斉
藤
正
幸
選
手（
村
上
市
）が
３
位
に
輝
い
た
ほ
か
、
弓
道
は
ベ
ス

ト
16
と
健
闘
し
ま
し
た
。

新 潟 県 選 手 団
～ユキツバキ振り力強く行進～

で３位マラソン男子
（70歳未満10キロ）

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
あ

ふ
れ
る
情
熱 

は
じ
け
る
笑
顔
」。

卓
球
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
27
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

の
交
流
大
会
に
全
国
か
ら
約

１
万
人
の
選
手・役
員
が
参
加
。

新
潟
県
か
ら
は
関
谷
政
友
団
長

（
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
常

務
理
事
・
事
務
局
長
）
を
は
じ

め
選
手
１
０
２
人
が
14
種
目
に

参
加
、
年
代
や
地
域
を
超
え
て

競
い
合
い
、
交
流
の
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。

　
さ
わ
や
か
な
青
空
の
広
が
っ

た
和
歌
山
市
の
紀
三
井
寺
公
園

陸
上
競
技
場
で
開
か
れ
た
総
合

開
会
式
で
は
、
本
県
選
手
団
が

松
川
謙
次
選
手
（
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
）の
掲
げ
る
県
旗
を
先
頭
に
、

ユ
キ
ツ
バ
キ
の
花
を
振
っ
て
行

進
し
ま
し
た
。
恒
例
の
メ
イ
ン

ス
タ
ン
ド
前
の
お
国
自
慢
で

は
、
小
林
勝
美
選
手
（
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
）
が
「
お
い
し
い
お
米

と
地
酒
、
豊
か
な
自
然
が
自
慢

の
新
潟
県
か
ら
来
ま
し
た
。
粘

り
強
く
、
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
り

ま
す
」
と
元
気
よ
く
選
手
団
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
翌
日
か
ら
の
競
技
は
天
候
に

恵
ま
れ
、
各
会
場
と
も
気
迫
の

こ
も
っ
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
対
戦
相
手

に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
贈

り
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
来
年
は
10
月
31
日
か
ら
岐
阜

県
に
舞
台
を
移
し
て
「
清
流
に 

輝
け 

ひ
ろ
が
れ 

長
寿
の
輪
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
す
。

新潟県選手団 堂々の入場行進
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ

か
や
ま
大
会
に
出
場
す
る
新
潟

県
選
手
団
の
結
団
式
が
、
総
合

開
会
式
前
日
の
11
月
８
日
、
宿

泊
先
の
和
歌
山
市
の
双
子
島
荘

で
行
わ
れ
、
そ
ろ
い
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
に
身
を
包
ん
だ
選
手

１
０
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
結
団
式
で
は
、
選
手
団
団
長

の
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
関
谷

政
友
常
務
理
事
・
事
務
局
長
が

「
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
揮
し
、

記
憶
に
残
る
素
晴
ら
し
い
大
会

に
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
・
竹
内
希
六

会
長
が
「
他
県
選
手
と
競
い
合

い
親
睦
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
選
手
を
代
表
し
て
、
遠
山
正

宣
・
剣
道
監
督
が
「
粘
り
強
く

全
力
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
表
明

し
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
世
代
に
エ
ー
ル

開
会
式
前
の
ひ
と
と
き

　メインアトラクションの最後
は、和歌山県出身の歌手・坂本冬
美さんが、「夢」を追い続ける「ね
んりん世代」にエールを送る曲を
熱唱、出演者総出で県民創作パ
フォーマンス「夢と人生の賛歌」を
締めくくりました。

遠山・剣道監督が和歌山での奮闘を誓う

夢を持ち続ける大切さをうたい上げる
県民創作パフォーマンス終章

団旗に囲まれて選手宣誓

県 勢 14 種 目 で 奮 闘 、 親 睦

卓　球 新潟県
１位グループリーグ  １勝１敗  優秀賞

テニス 新潟県
４位グループ決勝トーナメント １回戦敗退

ソフト
テニス

新潟県
２位グループ決勝トーナメント ２勝１敗
優秀賞

ソフト
バレーボール

ブラックキャッツ
２位グループリーグ  １勝１敗

マラソン
新潟県
男子 70 歳未満 10 キロ  斉藤 正幸  ３位
男子 70 歳未満 10 キロ  丹下 昭治  ５位
男子 70 歳以上 ５ キロ  須田 八郎  ６位

剣　道 新潟県
予選リーグ敗退  １勝１敗

弓　道
新潟県
予選 19 中／40 射
決勝トーナメント出場  ベスト16

太極拳 桜　蓮
36 位（50 チーム出場）

ソフト
ボール

けいせつ S･B･C シニア
予選敗退

ペタンク 新潟県妙高
予選敗退

ダンス
スポーツ

個人戦
横山組、野村組（ワルツ・タンゴ）
３次予選出場
団体戦
２次予選出場

グラウンド
ゴルフ

新潟県
女性の部　伊藤文子　優秀賞

ゴルフ 新潟県
団体戦 24 位

ゲート
ボール

加　茂
予選リーグ敗退  ２勝１敗
リョウサンズ
予選リーグ敗退  ２勝１敗
宝友クラブ
予選リーグ敗退  １勝２敗

全
力
で
の
プ
レ
ー

結
団
式
で
誓
う
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟
　
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
（
石

上
和
男
学
長
）
の
令
和
元
年
度

卒
業
式
が
、長
岡（
10
月
25
日・

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
）、新
潟（
同

28
日
・
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
）、上
越（
同
31
日・高
陽
荘
）、

の
３
会
場
で
行
わ
れ
、
合
わ
せ

て
１
３
０
人
の
卒
業
生
が
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、令
和

に
な
っ
て
初
め
て

の
卒
業
式
。
卒
業

生
は
、
各
会
場
で

２
年
間
の
基
礎
・

応
用
課
程
を
終
え

た
人
た
ち
で
、
生

涯
学
習
へ
の
熱
い

思
い
を
持
ち
、
勉

学
に
励
み
、
仲
間

と
の
絆
を
培
っ
て

き
ま
し
た
。
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、

地
域
社
会
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

新
潟
会
場
の
卒
業
式
で
は
、

主
催
者
の
関
谷
政
友
・
新
潟
県

社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事

が
、「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
は
地
域

活
動
の
担
い
手
育
成
を
目
標
と

し
て
い
る
。
出
来
る
こ
と
を
一

つ
一
つ
行
い
、
地
域
の
た
め
活

躍
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」
と

激
励
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
石

上
学
長
は
修
了
証
書
を
受
け

取
っ
た
卒
業
生
に
「
世
の
中
は

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
常

に
そ
れ
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
、

と
考
え
追
究
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
積
み
重
ね
が
世
の
中

の
人
の
た
め
に
な
る
。
人
生
は

一
度
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
は
な
む

け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

28
年
度
卒
業
の
同
窓
生
は
、

「
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
る
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
、
同
窓
会
企
画
員
が

計
画
を
立
て
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
研
修
旅
行
を
紹
介
、
同
窓

会
事
業
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

県
内
３
会
場
で 

令
和
初 

の
卒
業
式
　
新
た
な
旅
立
ち
に
エ
ー
ル

手を痛めている石上学長に代わり、県社協・関谷常務理事が
卒業生一人一人に修了証書を手渡した（新潟会場）

石上学長による最終講義（新潟会場）
　
卒
業
式
に
先
立
ち
、石
上

学
長
が「
見
聞
を
広
め
よ
う

～
学
ぶ
こ
と
が
心
身
を
活

性
化
さ
せ
る
～
」と
題
し
て
、

卒
業
生
と
１
年
生
合
同
の

最
終
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

加
齢
と
と
も
に
心
身
の

活
力
が
低
下
す
る
な
ど
の

状
態
を
意
味
す
る「
フ
レ
イ

ル
」
と
、
そ
の
多
面
性
（
社

会
的
・
身
体
的
・
精
神
的
）

に
応
じ
た
総
合
的
対
策
に

つ
い
て
解
説
、健
康
寿
命
を

い
か
に
伸
ば
す
か
考
え
て

ほ
し
い
と
話
し
ま
し
た
。

ポン de アート

世界に一枚。思い出の写真を油絵調オリジナルアートに。
ポン de アート とは･･･

ス
マ
ホ
で
撮
影
し
た
ス
ナ
ッ
プ
を

油
絵
調
に
。
思
い
出
の
瞬
間
を

い
つ
で
も
お
部
屋
で
楽
し
め
ま
す
。

写真に筆で描いたような表現になるようにデジタル加工を行い、
当社独自のニス加工を施すことで油絵調のアートにするサービスです。

http://www.shimazu-hd.co.jp島津ホールディングス株式会社
島津印刷株式会社 株式会社タクト株式会社アステージ 朝日印刷株式会社株式会社北都

詳細・お問い合わせ・ご注文は、専用サイトまで
pondeart.com ポン de アート

A3サイズ と A3サイズ＋サイン の2種類
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新
潟
県
社
会
福
祉
士
会
理
事

の
渡
邊
豊
さ
ん
に
よ
る
２
年
次

講
義
。
認
知
症
、
高
齢
者
、
知

的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者

な
ど
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な

い
人
や
生
活
に
不
安
が
あ
る
人

に
対
す
る
支
援
制
度
を
学
ぶ
も

の
で
す
。

　
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
自
己
紹

介
で
受
講
生
の
気
持
ち
を
解
き

ほ
ぐ
し
て
本
題
へ
。
ま
ず
、
問

題
と
な
っ
た「
老
後
２
０
０
０
万

円
」
の
発
端
で
あ
る
「
金
融
審

議
会
報
告
書
」
か
ら
高
齢
者
を

取
り
巻
く
環
境
変
化
や
基
本
的

視
点
な
ど
一
部
を
抜
粋
し
て
解

説
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
権
利
擁
護
と
し
て

の
成
年
後
見
制
度
と
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の

概
要
と
利
用
例
、
そ
し
て
そ
の

担
い
手
と
し
て
の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
具
体
例
に
即
し
て
詳
し

く
説
明
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
終
活
に
つ
い
て
も

触
れ
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

や
生
前
整
理
な
ど
の
大
切
さ
に

つ
い
て
も
話
を
し
ま
し
た
。

　
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
副
学

長
で
「
地
域
の
茶
の
間
」
立
ち

上
げ
、
全
国
に
広
め
た
河
田
珪

子
さ
ん
に
よ
る
講
義
と
茶
の
間

訪
問
。
今
年
は
長
岡
会
場
の
ア

ト
リ
ウ
ム
長
岡
で
、
河
田
さ
ん

か
ら
立
ち
上
げ
の
経
緯
や
「
茶

の
間
」
で
の
ル
ー
ル
、
そ
れ
は

ど
う
し
て
な
の
か
、
茶
の
間
の

根
幹
を
学
び
、
９
月
25
日
に
新

潟
市
東
区
の「
実
家
の
茶
の
間
・

紫
竹
」を
訪
れ
ま
し
た
。

　
15
人
ほ
ど
の
受
講
生
は
、
早

速
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
飲
む

紙
コ
ッ
プ
に
自
分
の
名
前
を
書

き
込
ん
で
話
の
輪
に
入
り
、
訪

れ
て
い
る
高
齢
者
ら
と
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日

の
お
昼
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。
名

物
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
っ
た
後

は
、
実
際
に
訪
れ
た
感
想
な
ど

を
河
田
さ
ん
と
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
恒
例
の
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新

潟
同
窓
会
研
修
旅
行
が
、
10
月

２
、３
の
両
日
に
新
潟
市
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
新
潟
港
開
港
１
５
０
年
。
新

潟
港
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の

講
演
を
聴
い
た
後
、
新
潟
市
歴

史
博
物
館
「
み
な
と
ぴ
あ
」
で

水
の
都
・
新
潟
を
学
び
、
信
濃

川
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
新
潟
市
の
「
じ
ょ

い
あ
す
新
潟
会
館
」
で
、
講
師

に
新
潟
県
交
通
政
策
局
港
湾
整

備
課
の
山
岸
和
弘
さ
ん
を
招
き

「
人
・
も
の
・
文
化
を
つ
な
ぐ
」

と
題
し
た
記
念
講
演
で
ス
タ
ー

ト
。新
潟
港
の
沿
革
を
は
じ
め
、

物
流
拠
点
と
し
て
の
重
要
性
、

役
割
と
取
り
巻
く
情
勢
の
解
説

に
、
80
人
ほ
ど
の
参
加
者
は
改

め
て
新
潟
港
に
つ
い
て
考
え
て

い
ま
し
た
。
続
い
て
卒
業
生
３

人
が
地
域
で
の
活
動
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
こ
の
後
は
研
修
旅
行
。
約
20

人
が
参
加
、「
み
な
と
ぴ
あ
」で

水
の
恵
み
を
生
か
し
て
発
展
し

て
き
た
新
潟
を
ジ
オ
ラ
マ
や
資

料
で
振
り
返
り
、信
濃
川
ウ
ォ
ー

タ
ー
シ
ャ
ト
ル
に
乗
船
し
、
川

面
か
ら
見
上
げ
る
萬
代
橋
な
ど

30
分
ほ
ど
の
ク
ル
ー
ズ
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
月
岡
温
泉
で
懇
親
を
深
め
た

参
加
者
は
２
日
目
、
福
島
潟
を

一
望
で
き
る
ビ
ュ
ー
福
島
潟
を

見
学
、
豊
か
な
自
然
と
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
た
潟
と
人
と
の
関
わ

り
や
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

渡邊氏による講義

新潟湊の歴史を見学（新潟市歴史博物館）

実家の茶の間・紫竹で受講生は楽しい
ひとときを過ごした

成
年
後
見
制
度
と

日
常
生
活
支
援
事
業

新
潟
港
開
港
１
５
０
年 

記
念
講
演
と
施
設
見
学

新
潟
港
の
役
割
考
え
、
港
町
を
体
感

地
域
の
茶
の
間体験

コ
ー
ス

基
礎
応
用
課
程

同
窓
会
事
業

実
践
講
座

5
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

事故・紛争円満解決のために事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護師賠償責任保険、個人情報取扱事業者
賠償責任保険、動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償　　❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
　 ●オプション：使用者賠償責任補償
❸ 施設職員の感染症罹患事故補償

〈SJNK18-14801 2019.2.1作成〉

施設職員の補償プラン33 （労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。） 受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

1 口あたりの補償額
死亡保険金 100万円

定員１人 1 口あたり
❶入所型施設利用者 1,310円
❷通所型施設利用者 990円後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 800円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 500円

▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

1 口あたりの補償額

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ

死亡保険金

1事故・期間中

140万円
定員１人 1 口あたり

施設役員・職員
1 名 1 口あたり 3円（１日あたり）後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 1,500円

5,000万円 1億円 3億円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 600円

▶保険金額

▶保険金額

▶年額保険料（掛金）

平成31年度

改定

改定

改定

改定

新設
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

事故・紛争円満解決のために事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護師賠償責任保険、個人情報取扱事業者
賠償責任保険、動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償　　❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

保険期間１年、職種級別Ａ級（10口まで加入できます）

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
　 ●オプション：使用者賠償責任補償
❸ 施設職員の感染症罹患事故補償

〈SJNK18-14801 2019.2.1作成〉

施設職員の補償プラン33 （労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。） 受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

1 口あたりの補償額
死亡保険金 100万円

定員１人 1 口あたり
❶入所型施設利用者 1,310円
❷通所型施設利用者 990円後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 800円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 500円

▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

1 口あたりの補償額

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ

死亡保険金

1事故・期間中

140万円
定員１人 1 口あたり

施設役員・職員
1 名 1 口あたり 3円（１日あたり）後遺障害保険金 程度に応じて死亡保険金額の4～100%

入院保険金（１日あたり） 1,500円

5,000万円 1億円 3億円

手術保険金 入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

通院保険金（１日あたり） 600円

▶保険金額

▶保険金額

▶年額保険料（掛金）

平成31年度

改定

改定

改定

改定

新設

　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
や
そ
の

家
族
が
抱
え
る
い
ろ
い
ろ
な
心

配
ご
と
や
悩
み
ご
と
を
、
電
話

や
来
所
で
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
今
年
度
よ
り
同
セ
ン

タ
ー
内
に
「
新
潟
県
認
知
症

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
か
ら

の
相
談
を
、
福
祉
の
有
資
格
者

や
介
護
経
験
者
が
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。

◆
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

９
月
末
ま
で
に
相
談
者
数

８
７
０
人
、延
べ
１
，２
０
５
件

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
相
談
者
の
内
訳
は
83
％
が
女

性
、
17
％
が
男
性
と
な
っ
て
お

り
、
相
談
方
法
で
は
電
話
に
よ

る
も
の
が
94
％
と
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
分
類
と
件
数
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。
一
番
多

い
「
家
族
・
家
庭
」
で
は
、
一

人
暮
ら
し
の
不
安
、
家
族
や
夫

婦
間
に
お
け
る
悩
み
な
ど
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
次
点
の
「
経
済
・
生
活
」

で
は
、
生
計
に
関
す
る
困
り
ご

と
、
身
元
保
証
に
関
す
る
不
安

な
ど
高
齢
社
会
を
反
映
す
る
相

談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
相

続
や
財
産
、
成
年
後
見
制
度
な

ど
「
法
律
」
に
関
す
る
相
談
も

恒
常
的
に
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー

で
実
施
す
る
「
弁
護
士
に
よ
る

法
律
相
談
（
毎
週
月
曜
・
要
予

約
）」の
利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。

◆
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
４
月
１
日
開
設
以
降
、
９
月

末
ま
で
に
相
談
者
数
１
４
６

人
、
延
べ
２
０
１
件
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
相
談
者
の
内
訳
は
70
％
が
女

性
、
30
％
が
男
性
と
こ
ち
ら
も

女
性
の
比
率
が
大
き
く
、
87
％

が
電
話
相
談
で
あ
る
一
方
、
来

所
に
よ
る
相
談
も
一
定
数
あ

り
、
そ
の
割
合
は
13
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
分
類
と
件
数
は

下
表
の
と
お
り
で
、
父
母
、
あ

る
い
は
配
偶
者
を
心
配
す
る
家

族
か
ら
の
相
談
が
多
く
を
占
め

て
い
ま
す
。認
知
症
に
よ
る（
と

思
わ
れ
る
）
言
動
へ
の
対
応
の

仕
方
、
受
診
へ
の
プ
ロ
セ
ス
、

介
護
の
手
法
等
に
つ
い
て
助
言

を
求
め
る
相
談
の
ほ
か
、
家
族

間
で
の
介
護
観
の
違
い
、
協
力

を
得
に
く
い
、
支
援
者
の
対
応

に
疑
問
が
あ
る
等
、
当
事
者
を

取
り
巻
く
人
や
環
境
に
関
す
る

相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
者
本
人
が
自
身

の
認
知
症
の
発
症
を
懸
念
し
、

相
談
を
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
・
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

生

き

が

い
保健･医療（59件） 家族･家庭（481件）法　律（192件）経済･生活（371件）福祉サービス（92件） 

そ
の
他

自

殺

医
療
関
係
機
関

認
知
症

医
　
療

精
神
衛
生

趣
味
・
余
暇
活
動

そ
の
他

施
設
･
機
関
・
窓
口

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修

障
害
福
祉
サ

ビ
ス

介
護
認
定
・
サ

ビ
ス

そ
の
他

仕
　
事

住
宅
･
設
備

土
地
・
不
動
産

税
　
金

年
金
・
保
険
・
手
当

生
計

生
活
費

そ
の
他

人
　
権

虐
待

高
齢
・
障
害

金
銭
・
サ
ラ
金

借
地
･
借
家

成
年
後
見

相
続
・
財
産

家
庭
・
離
婚
･
扶
養

そ
の
他

近
所
・
地
域

夫

婦

家

族

人
生

単
身

40 2 8 35 6 15 67 19 104 42 48 249 38

1 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 9 1

268 31 8 20 3 9 32

2 0 0 0 0 0 0

33 34 1 1 23

4 6 0 0 29

26 1 7 9 8 8 10

6 0 3 131 0 4 1

■相談分類別（上段：相談センター件数 1,205 件／下段：コールセンター件数 201 件）

（単位：件）

新潟県高齢者総合相談センター	 相談電話  0 2 5 － 2 8 5 － 4
よ
1
い
6
ろう
5
ご

新潟県認知症コールセンター	 相談電話  0 2 5 － 2 8 1 － 2 7
な
8
や
3
み

【所 在 地】 〒950-8575　新潟市中央区上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階（来所相談も可）
【相談時間】 月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く） ９:00 ～ 17:00

にんちしょう

相談無料・秘密厳守

困りごと・悩みごと 一人で抱えこまず、お気軽にご相談ください
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福祉にいがた 第808号

　
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦

福
祉
法
施
行
55
周
年
記
念
「
第

69
回
新
潟
県
民
福
祉
大
会
」

（
新
潟
県
・
県
社
会
福
祉
協
議

会
・
県
共
同
募
金
会
・
南
魚
沼

市
・
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
）
が
、
10
月
29
日
、
30

日
の
両
日
、
南
魚
沼
市
の
南
魚

沼
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大
会
は
、「
共
に
生
き
共
に

つ
く
る
福
祉
社
会
を
目
指
し

て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
県
内

の
福
祉
関
係
者
ら
約
１
千
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
な
ど
、

社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
が

急
速
に
変
化
、
家
族
や
地
域
の

支
え
合
い
が
希
薄
化
し
、
孤
独

死
や
虐
待
の
増
加
な
ど
地
域
社

会
の
課
題
が
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
社
会
福
祉

法
人
改
革
な
ど
に
よ
り
、
子
ど

も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど

全
て
の
人
々
が
地
域
、暮
ら
し
、

生
き
が
い
を

共
に
創
り
、

高
め
合
う
こ

と
が
で
き
る

地
域
共
生
社

会
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
大
会
は
、こ

う
し
た
情
勢

を
踏
ま
え
て

開
催
。
30
日

に
南
魚
沼
市

民
会
館
で
行

わ
れ
た
式
典

と
記
念
講
演

で
は
、
大
会

会
長
の
竹
内
希
六
・
新
潟
県
社

会
福
祉
協
議
会
長
が
「
近
年
、

社
会
的
孤
立
や
経
済
的
困
窮
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
課
題
、
生
活
課
題
が
顕
在
化

し
て
き
て
い
る
。『
共
に
生
き

共
に
つ
く
る
福
祉
社
会
を
目
指

し
て
』
の
基
本
理
念
の
も
と
、

地
域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た

基
盤
構
築
や
権
利
擁
護
事
業
の

推
進
な
ど
を
活
動
指
針
に
位
置

づ
け
、
皆
様
と
と
も
に
地
域
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
、

制
度
や
分
野
の
垣
根
を
越
え
た

地
域
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
福

祉
に
尽
力
し
た
方
々
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
県
知

事
、
県
社
協
会
長
、
県
共
同
募

金
会
長
の
３
つ
の
表
彰
合
わ

せ
て
３
３
８
の
個
人
・
団
体
が

顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
西
本

真
寿
美
さ
ん
が
「
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
気
軽
に
で
き
る
身
体

づ
く
り
」と
題
し
て
記
念
講
演
。

西
本
さ
ん
は
「
健
康
は
自
分
で

し
か
つ
く
れ
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
筋
肉
づ
く
り
が
大
切
で
、

３
分
間
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
有
効

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
関
西

弁
交
じ
り
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
話
し
方
で
会
場
は
爆
笑
の
連

続
で
し
た
。

　

式
典
に
先
立
つ
29
日
に
は
、

市
民
会
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
と

大
ホ
ー
ル
に
分
か
れ
、
２
つ
の

研
究
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
第
１
研
究
集
会
は
「
高
齢
期

に
お
け
る
健
康
で
明
る
い
日
常

生
活
の
た
め
に 

～
介
護
予
防

と
フ
レ
イ
ル
の
関
係
に
つ
い
て

～
」
が
テ
ー
マ
。
新
潟
医
療
福

祉
大
学
健
康
科
学
部
教
授
の
佐

藤
敏
郎
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
３
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

が
実
践
報
告
、
高
齢
者
の
自
立

支
援
、
重
度
化
防
止
、
高
齢
期

を
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
方
策

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
第
２
研
究
集
会
は
「
誰
も
孤

立
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て 

～
様
々
な
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
々
へ
の
支

援
と
関
係
者
の
繋
が
り
方
に
つ

い
て
考
え
る
～
」を
テ
ー
マ
に
、

「
声
を
出
せ
な
い
人
々
」や「
今
、

ま
さ
に
助
け
が
必
要
な
人
」
が

適
切
な
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
現
実
を
踏
ま
え
、
共
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

へ
の
方
策
を
考
え
ま
し
た
。
新

潟
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

常
務
理
事
の
田
代
健
一
さ
ん
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
３
人

の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
実
践
報
告
し

ま
し
た
。

竹内・県社協会長のあいさつで式典が開会

竹内会長から県社協会長表彰を受ける
「ふうせんの会」田中俊子さん（右）

西本さん（右）による屈伸運動の実践指導。
モデル役の男性に冗談交じりの「ダメ出し」を連発

南
魚
沼
市
で
第
69
回
新
潟
県
民
福
祉
大
会

　

地
域
共
生
社
会
の
創
造
目
指
し
て
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福祉にいがた 第808号

コーディネーターの佐藤氏コーディネーターの田代氏

パネリスト。左から小熊氏、折居氏、関氏パネリスト。左から三膳氏、山崎氏、佐藤氏

介護予防とフレイルを考える参加者生きづらさを抱える人々の支援などを考える参加者

新潟県すし商生活衛生同業組合
による贈呈式

日付 寄付者 寄付額
  8月23日 公孫会 50,000円
10月11日 新潟県税理士協同組合 100,000円

10月15日
大光銀行
たいこう寄付型私募債「希望のかけ橋」

（児童養護施設）
50,000円

日付 寄付者 寄付額

10月15日

大光銀行
たいこう寄付型私募債「希望のかけ橋」

（障害児施設）
30,000円

大光銀行
たいこう寄付型私募債「希望のかけ橋」

（児童養護施設）
30,000円

大光銀行
たいこう寄付型私募債「希望のかけ橋」

（子ども食堂事業）
30,000円

大光銀行
たいこう寄付型私募債「希望のかけ橋」

（障害児施設）
60,000円

10月22日 第一建設工業・BSN新潟放送
仲道郁代 ピアノリサイタルチケット 80枚

11月  1日 新潟県すし商生活衛生同業組合
すし折り 600折

寄付ありがとう
ございました
　　　（敬称略）

寄　付

約
６
０
０
人
が
２
つ
の
福
祉
課
題
論
議

■コーディネーター
新潟医療福祉大学 
健康科学部 健康スポーツ学科 教授
佐藤　敏郎 氏
■パネリスト
新潟市福祉部 地域包括ケア推進課 課長
関　　智雄 氏
新潟県栄養士会 栄養ケア・ステーションコーディネーター
折居　千惠子 氏
南魚沼市社会福祉協議会 生活支援コーディネーター
小熊　美佐子 氏

■コーディネーター
新潟県身体障害者団体連合会 
常務理事
田代　健一 氏
■パネリスト
NPO法人 KHJにいがた秋桜の会 理事長
三膳　克弥 氏
皆幸希福祉会 理事長
山崎　美千子 氏
魚沼市社会福祉協議会 地域福祉課 生活支援係 係長
佐藤　直樹 氏

第
１
研
究
集
会

第
２
研
究
集
会
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福祉にいがた 第808号

　

12
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
、

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
「
つ

な
が
り　
さ
さ
え
あ
う　
み
ん

な
の
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
地
域
の
高
齢
者

世
帯
へ
の
お
せ
ち
配
食
サ
ー
ビ

ス
や
、年
末
年
始
の
家
事
援
助
、

障
害
者
施
設
で
の
ク
リ
ス
マ
ス

事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
に
つ
い
て
も
12
月
１

日
か
ら
25
日
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟

放
送
局
と
県
内
金
融
機
関
の
窓

口
な
ど
で
募
金
を
受
付
け
て
い

ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
胎
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
こ
ど
も
達
に
福
祉
の
芽
を

育
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

小
学
生
か
ら
中
学
生
を
対
象
に

「
ジ
ュ
ニ
ア
福
祉
ス
ク
ー
ル
」

を
夏
休
み
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
作
業
を

通
し
た
施
設
利
用
者
さ
ん
と
の

交
流
、防
災
に
つ
い
て
の
学
習
、

お
茶
の
間
サ
ロ
ン
で
の
地
域
の

方
と
の
ふ
れ
あ
い
等
、
様
々
な

福
祉
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
、
赤
い

羽
根
共
同
募
金
に
つ
い
て
学
び

オ
リ
ジ
ナ
ル
募
金
箱
を
作
り
ま

し
た
。
募
金
が
直
接
自
分
達
の

町
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
学
ん

だ
後
で
こ
ど
も
達
か
ら
は
「
胎

内
市
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
」「
募
金
を
も
っ
と
し
て
胎

内
市
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と

思
っ
た
」
な
ど
う
れ
し
い
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
運
動

期
間
中
は
こ
ど
も
達
が
作
成
し

た
募
金
箱
を
掲
示
し
呼
び
か
け

ま
し
た
。
共
同
募
金
が
地
域
の

笑
顔
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

 
  このたび社会福祉施設事業者様に向けて自動車共済に「福祉施設割引」を新設いたしました。 

充実の補償内容と納得の掛金をご確認いただき、ぜひ自動車共済への加入をご検討ください。 

 
☆☆福祉施設割引の適用には一定の条件があります。☆☆

※本広告は福祉施設割引の概要を説明したものです。詳しい内容につきましては下記にお問い合わせください。

＜引受共済：関東自動車共済協同組合＞ 平成 30 年 9 月作成  No.1809107 

社会福祉事業を運営する事業所様が所有・使用する 

自動車の自動車共済掛金に 

を適用します。 

ご加入中の自動車保険の無事故等級も 

そのまま継承することができます。 

10％割引  

自動車共済福祉施設割引

〒951-8133 
新潟市中央区川岸町 1-47-1 新潟県中小企業会館内 

TEL 025-267-1221 FAX 025-233-7255 
URL http://kenkyosai.jp にいがた県共済で検索

経費削減の第一歩にまずはお見積りから！ 

情 報赤い羽根
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
始
ま
る

こ
ど
も
達
と
共
に
よ
り
よ
い
地
域
へ

胎
内
市
共
同
募
金
委
員
会

◀�意見交換
の様子

募金箱作成　
の様子▶
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福祉にいがた 第808号 フォトアルバム

ゆるキャラも一緒にテープカット（新潟会場）

日ごろの成果を
競い合った

介護技術コンテスト
（新潟会場）

にぎわった
福祉・介護・健康フェア

会場（新潟会場）

世代間交流事業の
木工教室（新潟会場）

長﨑さんによる
車椅子バスケ指導（上越会場）

３年目となる
ノウフクマルシェ

（上越会場）

こん平親子の楽しいトーク
元気な姿をアピール（上越会場）

上越アールブリュット公募展（上越会場）

北京五輪銀メダリスト・朝原宣治さんのプレミアムトーク（新潟会場）

新潟・上越 の２会場で開催

福祉・介護・健康フェア
２０１９
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福祉にいがた 第808号

　
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
提
案
～
明
日
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～
を
テ
ー
マ
と
す
る「
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」

（
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
主
催
）が
今
年
も
、10
月
26
日
の
上
越
市
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
と
、11
月
17
日
に
新
潟
市
・
朱
鷺
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、各
会
場
と
も
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

８
回
目
を
迎
え
た
今
年
も
、

県
内
外
の
企
業
・
団
体
72
社
が

出
展
、「
医
療
」「
口
腔
ケ
ア
村
」

「
生
活
支
援
」「
予
防
・
健
康
」

「
介
護
」
の
５
ゾ
ー
ン
に
分
か

れ
て
、
最
新
の
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
し
ま
し
た
。
１
万
８

０
０
０
人
ほ
ど
の
親
子
連
れ
ら

は
各
ブ
ー
ス
を
回
り
、
担
当
者

の
話
に
耳
を
傾
け
、
体
感
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。「
絵
本
ワ
ー

ル
ド
」
や
「
子
ど
も
の
本
大
展

示
会
」も
大
好
評
で
、「
今
日
か

ら
始
め
る
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

予
防
」
な
ど
専
門
家
に
よ
る
啓

発
セ
ミ
ナ
ー
に
も
関
心
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
北

京
五
輪
の
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
る
朝
原
宣

治
さ
ん
が
、「
夢
を
追
い
か
け

て
」
と
題
し
て
講
演
。
陸
上
競

技
選
手
と
し
て
挫
折
を
乗
り
越

え
て
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
振

り
返
り
、
目
標
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
と
、
日
々
の
体
調
管
理

の
必
要
性
を
強
調
、「
ア
ク
テ
ィ

ブ
で
ヘ
ル
シ
ー
な
生
活
を
目
指

し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
タ
レ
ン
ト
の
山
田
邦
子
さ
ん

も
登
場
。
乳
が
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
を
契
機
に
、
が
ん
に
関
す

る
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
て
お

り
、「
不
安
を
抱
え
込
ま
ず
、
頑

張
り
す
ぎ
な
い
こ
と
が
大
事
。

笑
い
は
免
疫
力
を
高
め
て
く
れ

る
」と
自
身
の
体
験
も
含
め
て
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
「
大

丈
夫
だ
よ
、が
ん
ば
ろ
う
！
」と

来
場
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
作
家
の
東
田
直
樹
さ

ん
の
「
自
閉
症
の
僕
の
心
を
は

ぐ
く
ん
だ
も
の
」
の
話
や
精
神

科
医
の
宮
島
賢
也
さ
ん
に
よ
る

「
子
ど
も
は
授
か
り
も
の
」
と

題
し
た
講
演
が
続
き
、
来
場
者

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
も

参
加
し
た
「
新
潟
き
も
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」も
行
わ
れ
、ス
テ
ー

ジ
に
華
や
か
さ
を
添
え
て
い
ま

し
た
。

　
今
年
も
、
新
潟
県
介
護
技
術

コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
10
カ

所
の
福
祉
施
設
が
参
加
し
、
代

表
の
職
員
は
入
浴
介
助
な
ど
の

種
目
に
、
日
ご
ろ
の
心
を
込
め

た
ケ
ア
の
技
術
を
競
い
合
っ
て

い
ま
し
た
。

　

２
階
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
で

は
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が

作
っ
た
品
々
を
販
売
す
る
恒
例

の
「
福
祉
の
店
パ
レ
ッ
ト
周
年

祭
」
が
開
催
。
来
場
者
は
小
物

や
食
品
を
手
に
取
り
、
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
。

　
主
催
は
新
潟
県
社
会
福
祉
協

議
会
、
新
潟
日
報
社
、
新
潟
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
す
。

　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
が

運
営
に
当
た
る
「
ユ
ニ
ゾ
ン
の

図
書
館
」は
、新
潟
会
場
に
新
潟

県
立
図
書
館
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

　
福
祉
の
専
門
館
「
ユ
ニ
ゾ
ン

の
図
書
館
」
の
紹
介
と
貴
重
な

資
料
「
越
佐
社
会
事
業
」
な
ど

を
展
示
。
県
立
図
書
館
は
、
読

書
困
難
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
画
像
と
音
声
で
読
書
を

楽
し
む
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ

ジ
ー
図
書
の
体
験
や
大
活
字
本

の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
地
域
共
生
社
会
実

現
を
目
指
す
新
潟
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
主
な
活
動
を
紹
介
し

ま
し
た
。

「
だ
れ
で
も
、
楽
し
く
読
書
」
テ
ー
マ
に

支
え
合
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
考
え
る

新
潟
会
場

福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
９

認知症サポーター養成講座

ユニゾンの図書館と県立図書館のコラボブー
ス。障がいや加齢による読者困難者の人も読
書を楽しめる工夫がいっぱい

笑いを交えてがんに関する啓発に
力を入れる山田邦子さん
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会
場
に
は
福
祉
や
介
護
、
健

康
に
関
連
す
る
37
企
業
・
団
体

が
ブ
ー
ス
を
出
展
。
訪
れ
た
人

た
ち
は
各
ブ
ー
ス
を
興
味
深
そ

う
に
回
り
、
最
新
の
介
護
用
品

や
福
祉
機
器
の
使
い
心
地
を
試

し
て
い
ま
し
た
。
骨
密
度
測
定

や
高
齢
者
向
け
宅
配
弁
当
の
試

食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
幕
開
け

は
、
市
内
の
門
前
に
こ
に
こ
保

育
園
児
に
よ
る
歌
と
ダ
ン
ス
の

「
Ｌ
ｅ
ｔ
ｓ̓
に
こ
に
こ
ダ
ン
ス

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
」。
パ
プ
リ
カ
な
ど
曲

に
合
わ
せ
た
元
気
い
っ
ぱ
い
の

踊
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
妙
高
市
出
身
・
在
住
で
車
椅

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

Ｋ
９
Ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｎ
ｏ
の
選
手
、
長

﨑
和
志
さ
ん
の
「
夢
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
」
と
題
し
た
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
は
、
司
会
の
小
野
沢

裕
子
さ
ん
と
の
掛
け
合
い
で
話

が
進
み
ま
し
た
。

　
24
歳
の
時
の
け
が
で
車
椅
子

生
活
と
な
っ
た
長
﨑
さ
ん
は
、

障
害
を
克
服
し
よ
う
と
、
い
ろ

い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
、
中

学
校
時
代
か
ら
や
っ
て
い
た
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
行
き
着
い

た
と
言
い
ま
す
。
車
椅
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
に
つ
い

て
「
ス
ピ
ー
ド
と
ぶ
つ
か
り
合

う
迫
力
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
を
挙

げ
ま
す
が
、
最
初
は
ボ
ー
ル
が

ゴ
ー
ル
に
届
か
ず
愕が

く

然ぜ
ん

と
し
た

そ
う
で
す
。

　
長
﨑
さ
ん
は
「
何
を
な
す
べ

き
か
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
る
」
と
目
標
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
、「
全

国
大
会
出
場
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
る
。
子
ど
も
に
は
元
気
に

育
っ
て
ほ
し
い
し
、
格
好
い
い

お
父
さ
ん
で
い
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。
同
時
に
、
交
際
半
年

で
車
椅
子
生
活
に
な
っ
た
自
身

を
支
え
続
け
て
く
れ
た
妻
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
何
度
も
表
し

て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
マ
マ
は
身
長
１
０

０
㎝
」
な
ど
の
著
作
で
知
ら
れ

る
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
伊い

是ぜ

名な

夏
子

さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
助
け
合
う
っ
て
ど
う
い

う
こ
と
？ 

～
共
生
社
会
に
必

要
な
こ
と
～
」。
障
が
い
の
あ

る
人
へ
の
合
理
的
配
慮
の
必
要

性
を
訴
え
、「
互
い
に
助
け
合
う

こ
と
が
大
切
。
依
存
す
る
居
場

所
を
多
く
持
つ
こ
と
が
、
障
が

い
の
あ
る
人
の
自
立
に
つ
な
が

る
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　
伊
是
名
さ
ん
は
、
骨
形
成
不

全
症
で
電
動
車
椅
子
を
使
い
、

10
人
ほ
ど
の
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
に

支
え
ら
れ
、
２
人
の
子
育
て
や

日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
リ
ハ
ビ
リ
中
の

長
岡
市
（
旧
小
国
町
）
出
身
の

落
語
家・林
家
こ
ん
平
さ
ん
も
、

二
女
の
笠
井
咲え

み

さ
ん
と
登
場
。

「
笑
点
」名
物
と
な
っ
た
、「
１
、

２
、３
、チ
ャ
ラ
ー
ン
」を
、手

振
り
を
交
え
元
気
よ
く
大
き
な

声
で
披
露
、
客
席
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
料
理
研
究
家
の
コ
ウ
ケ
ン
テ

ツ
さ
ん
の
話
や
、
フ
ル
ー
テ
ィ

ス
ト
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
本

宮
宏
美
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
の
音

色
が
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
彩
り

ま
し
た
。

　
会
場
内
に
は
、
長
﨑
さ
ん
に

よ
る
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
指
導
や
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
親
子
連
れ

な
ど
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
ん
平
師
匠
、
元
気
に
「
チ
ャ
ラ
ー
ン
」

上
越
会
場

　
今
年
か
ら
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
で
の
開
催
と
な
っ
た
上
越
会
場
。時
折
晴
れ
間
が
広
が
る
中
、
昨
年
よ
り

多
い
１
８
０
０
人
ほ
ど
の
親
子
連
れ
な
ど
が
訪
れ
ま
し
た
。
主
催
は
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
新
潟
日
報
社
、

上
越
市
社
会
福
祉
協
議
会
、共
催
が
上
越
市
で
す
。

門前にこにこ保育園児によるかわいらしい歌とダンス

笑顔が絶えない伊是名さんの講演

長﨑さんは夢を持つことの大事さを強調

セミナーブースでの認知症サポーター養成講座
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冬
至
の
頃
、
オ
ダ
イ
シ
様
と
い
う
人
が
訪
ね

て
く
る
と
い
い
ま
す
。
子
沢だ

く

山さ
ん

だ
と
か
、
足
が

不
自
由
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
謎
の
多
い
存
在

で
す
。

　

オ
ダ
イ
シ
様
を
迎
え
る
日
は
ダ
イ
シ
講
と

い
っ
て
ア
ズ
キ
粥が

ゆ

を
供
え
ま
す
。
冬
至
は
日
照

時
間
が
１
年
で
最
も
短
く
な
る
日
で
す
。
太
陽

の
再
生
を
願
っ
て
、
黄
色
い
も
の
を
取
り
入
れ

ま
す
。ユ
ズ
湯
に
入
っ
た
り
、「
冬
至
カ
ボ
チ
ャ
」

を
食
べ
た
り
。
こ
れ
で
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い

い
ま
す
。

　
や
っ
て
来
た
オ
ダ
イ
シ
様
は
村
中
の
人
か
ら

宿
を
断
ら
れ
ま
す
が
、
村
で
一
番
貧
し
い
お
婆

さ
ん
が
快
く
迎
え
ま
す
。
食
べ
る
も
の
が
な
い

た
め
、
お
婆
さ
ん
は
オ
ダ
イ
シ
様
の
た
め
に
隣

の
家
の
大
根
を
拝
借
し
ま
す
。
そ
の
お
婆
さ
ん

の
足
跡
を
消
す
た
め
に
、
大
師
講
の
夜
は
必
ず

雪
が
降
る
と
い
い
、
こ
れ
を
「
オ
ダ
イ
シ
様
の

ア
ト
カ
ク
シ
」と
い
い
ま
す
。

　
オ
ダ
イ
シ
様
の
正
体
は
弘
法
大
師
、
聖
徳
太

子
、な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、古
く
は
大お

お
い

子こ

と
い
う
神
の
子
が
、
春
を
呼
ぶ
た
め
に
各
地
を

回
る
と
い
う
信
仰
か
ら
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
冬
至
を
太
陽
復
活
の
日
と
す
る
考
え
は
世
界

的
に
あ
り
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
も
同
じ
考
え
の

よ
う
で
、
オ
ダ
イ
シ
様
の
よ
う
に
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
（
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
）
が
や
っ
て
き
ま
す
。

聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
は
ク
ラ
ン
プ
ス
と
い
う
鬼
を
従

え
て
、
悪
い
子
に
は
お
し
お
き
を
し
、
良
い
子

に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
す
。

　
今
年
は
令
和
最
初
の
冬
至
。
ど
ん
な
精し

ょ
う

霊り
ょ
う

が

わ
た
し
た
ち
の
家
に
や
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

冬
至
が
過
ぎ
る
と
ち
ょ
っ
と
ず
つ
日
が
伸
び

て
…
も
う
す
ぐ
お
正
月

で
す
ね
。
お
体
を
大
切

に
、よ
い
お
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。

　
文
・
絵　
高
橋　
郁
丸

　
　
　
　
　
（
新
潟
県
民
俗
学
会
理
事
・

　
新
潟
妖
怪
研
究
所
長
）

大
師
講
　
太
陽
の
再
生
願
い
カ
ボ
チ
ャ
を
食
べ
る

の

新
潟

信
仰
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新
潟
市
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
「
実
家
の
茶
の

間
・
紫
竹
」が
５
周
年
を
迎
え
、

10
月
23
日
に
新
潟
市
東
区
の

「
実
家
の
茶
の
間
」
で
報
告
と

祝
う
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
５
０
人
近
い
参
加
者
は
、
一

緒
に
昼
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、

５
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。

　
「
実
家
の
茶
の
間
」は「
地
域

の
茶
の
間
」
の
創
始
者
で
支
え

合
い
の
し
く
み
づ
く
り
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
河
田
珪
子
さ
ん
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
お
互
い
さ

ま
と
助
け
合
い
が
広
が
る
こ
と

を
目
的
に
立
ち
上
げ
、
新
潟
市

と
の
協
働
事
業
と
し
て
平
成
26

（
２
０
１
４
）年
10
月
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
毎
週
２
回
、
寒

く
て
も
玄
関
は
開
か
れ
た
ま
ま

で
、
高
齢
者
ら
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る「
場
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
の
人
は
誰
、
と
言
っ
た

顔
を
し
な
い
」
な
ど
の
ル
ー
ル

が
あ
り
、
初
め
て
の
人
に
も
敷

居
が
低
く
心
地
よ
い
居
場
所
。

幼
児
や
小
学
生
も
訪
れ
、
県
内

外
か
ら
の
視
察
や
研
修
も
多

く
、
５
年
間
の
延
べ
参
加
者
は

２
万
９
４
０
０
人
余
り
を
数
え

ま
す
。

　
河
田
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
「
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
に
よ

る
地
道
な
実
践
で
運
営
を
継
続

で
き
た
。
参
加
者
一
人
一
人
の

活
動
や
近
隣
住
民
の
多
大
な
支

援
と
理
解
、
協
力
が
な
け
れ
ば

成
し
得
な
か
っ
た
」
と
深
い
感

謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

実
家
の
茶
の
間
・
紫
竹

に
ぎ
や
か
に
開
設
５
周
年
祝
う
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「
福
祉
に
い
が
た 

オ
ア
シ
ス
21
」に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
感
想
、
知
り

た
い
テ
ー
マ
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ご意見ご感想
お寄せください

にぎやかに開設５周年を祝った


